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10月 8日㈭
北海道水素地域づくりプラットフォーム平成27年度第 2回会合
の開催～道北の水素地域づくりへの期待～
　北海道に豊富に賦存する再生可能エネルギーの活用を、水素を
利用することにより促進させ、水素を活用した地域づくりを検討す
ることを目的に、国、地方公共団体、有識者、民間企業等が参加
して本年5月に設立された「北海道水素地域づくりプラットフォー
ム」（座長：佐伯浩北海道大学名誉教授（前北海道大学総長））の
平成27年度第2回会合を開催します。
　傍聴を希望される方は、以下の問い合わせ先までご連絡ください。
　●場　所　稚内市役所　5階正庁（稚内市中央3丁目13‒15）
　●時　間　18:00～20:00
　パネルディスカッション「道北の水素地域づくりへの期待」
　　コーディネーター
　　　近久　武美　氏（北海道大学大学院工学研究院教授）
　　パネリスト
　　　谷　　義勝　氏（㈱谷グリーンエネルギー研究所代表取締役）
　　　榎本　裕幸　氏（ ㈱NTTファシリティーズスマートビジネス本部ス

マートコミュニティ部担当課長）

　　　堀　　　哲　氏（東京都環境局地球環境エネルギー部計画担当課長）
　　　青山　　滋　氏（稚内市副市長）
　　　森　　利男　氏（苫前町長）
　　　鎌田　照章　　（国土交通省北海道局参事官）
　問い合わせ／北海道開発局開発連携推進課
　　　　　　　TEL　011‒709‒2311（内線5417）

10月 8日㈭
第39回寒地道路連続セミナー
ラウンドアバウトを活用したまちづくり・地域づくり
13:10～17:30　ホテルポールスター札幌　 2 階コンツェルト
　講演
　　「ラウンドアバウトを取り巻く国内の話題」
　　　植竹　昌人　氏（警察庁交通局交通規制課課長補佐）
　　「我が国初のラウンドアバウト導入の経験」
　　　森　　茂夫　氏（飯田市建設部地域計画課調査計画係長）
　　「北海道における実道導入に向けて」
　　　宗広　一徳　　（寒地土木研究所寒地交通チーム主任研究員）
　ラウンドテーブルミーティング
　　テーマ:ラウンドアバウトを活用したまちづくり・地域づくり
　　　ファシリテーター
　　　下川　澄雄　氏（日本大学理工学部教授）
　　　鈴木　弘司　氏（名古屋工業大学大学院工学研究科准教授）
　　　高瀬　達夫　氏（信州大学工学部准教授）
　●入場無料
　主催／国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　問い合わせ／国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　　　　　　　寒地交通チーム　TEL　011‒841‒1738

国営滝野すずらん丘陵公園
　10月10日㈯、11日㈰
　チューリップを植えよう
　　 来年の春に咲くチューリップの球根を植えていただきます。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　45組／日程度
　　　●場　所　カントリーガーデンリフト山麓付近
　　　●時　間　13:00～14:30
　17日㈯、18日㈰
　滝野の森紅葉まつり
　　 紅葉の見ごろに合わせ、ガイドツアーや森遊びなど、体験
イベントを実施します。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア
　　　●時　間　10:30～15:00
　17日㈯～25日㈰
　落葉のしおりづくり
　　公園に落ちている落ち葉でしおりづくりをします。
　　　●参加費　100円／2 枚（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　10名／日
　　　●場　所　森の情報館
　　　●時　間　13:30～15:30
※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011‒592‒3333）まで
お問い合わせください。
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　　　研究所だより
　地域ではもう人口増加は見込めないとして外部か
らの「交流人口」獲得に力が注がれてきました。人
口が先細るなかでは多様化する人々のニーズに行政
サービスが追いつかない構図も指摘されます。し
かし、行政に頼るという姿勢そのものが「遅れて
いる」という印象を受けるほど、「自ら動く市民・
住民」が出てきています。「プレーヤー」とか「活
動人口」とも呼ばれる彼ら・彼女らは成熟社会を
たくましく先取りしている。今号には当協会が26
年度に「地域活性化活動」として助成したＮＰＯ
など団体の方々の熱い活動発表のあらましを紹介
しました。まさに地域の「プレーヤー」です。会
が終わってもしばらくは名刺交換、情報交換が続
き、文字通り、地方創生を支えるネットワーク形
成の現場に立ち会っている思いがします。（草苅）




